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≪学年の先生より≫ 

１組担任 A 先生 

 ２学期が始まって、約１か月が過ぎました。暑い日がまだまだ続きますが、朝

晩は涼しくなり秋の気配を感じられるようになりました。 

 さて、秋といえば「○○の秋」と世間ではよく聞きますが、その由来は何でしょ 

うか？ 

「読書の秋」は、西暦７００年代後半に古代中国の詩人である韓愈（かんゆ）

が「灯火親しむべし」と詩を書したそうです。≪秋の夜は過ごしやすいので灯り

をつけて読書をするのに一番適した季節≫という意味のようです。この詩を夏目

漱石が小説「三四郎」で取り上げたことから広まったそうです。次に「スポーツ

の秋」というフレーズが一般化したのは１９６４年の東京オリンピック開会式が

１０月１０日に行われたことがきっかけで「体育の日」（現在は１０月第２月曜日）

が制定され、「秋といえばスポーツ」が定着しました。 

 まだまだたくさんの「○○の秋」がありますが、みなさんはどんな秋にしますか？ 

何かテーマを見つけて実りのある秋にしていけば、心身共に大きく成長するきっかけとなるでしょう。 

 

≪教育実習生からのメッセージ≫ 

N 先生（書道・1 組） 

 1 年生の皆さん、２週間ありがとうございました。特に 1 組の皆、書道の授業を受けてくれた皆、話しかけ

に来てくれた皆、ありがとうございました。個性豊かでにぎやかな皆と２週間、関わることができて楽しかっ

たです。書道の授業も楽しい、おもしろい、と前向きな気持ちで受けてくれているんだと伝わってくる子がた

くさんいて、うれしかったです。 

 皆にとって高校生活はまだ始まったばかりだと思いますが、終わってからあっという間だったと思うはずで

す。後悔しないうちにちょっとだけ無理なことに挑戦していきましょう！ 

 

Y 先生（書道・３組） 

長いようで短い２週間でしたが、生徒の皆さんと授業や休み時間など

で楽しい時間を過ごす事が出来ました。先生として教壇に立って話をす

るのは初めてで、最初はとても緊張していましたが、皆さんが前を向い

て話を聞いている姿を見て、私自身も皆さんに伝えなければいけないと

思い、頑張ることができました。 

またすれ違った時には、笑顔で挨拶を返してくれるなど、須磨友が丘

の皆さんの素敵な姿を沢山見ることが出来ました。 

大変に感じることもあるかと思いますが、周りにいる仲間と一緒に充

実した高校生活を送って下さい。有難うございました。 

 

 

 

 

 



K 先生（英語・４組） 

 ２週間お世話になりました。 

 クラス問わず、たくさんの子たちが私の名前を覚えて声をかけてくれ、そのたびにとても嬉しかったです。 

 授業では、まだまだな授業だったと思いますが、コミュ英のクラスの皆にはたくさん助けられました。本当

にありがとう。 

 一年生の皆さん、高校生活は本当に一瞬で、一度終われば二度と戻れない青春期です。勉強、部活動、遊び、

恋愛。全力でやってかけがえのない高校生活を突っ走ってください！ 

 ありがとうございました。 

 

K 先生（国語・６組） 

 ２週間という短い間でしたが、良い思い出がたくさんできました。ありがとう。まず、６組のみんなたくさ

ん話しかけてくれてありがとう。６組の明るさは、他のクラスにはない良い所です。そのまま３年間楽しんで

学校生活を過ごして下さい。他のクラスのみんなもたくさん話しかけてくれてありがとう、嬉しかったです。

おかげで、楽しい実習生活を送ることができました。これからの君達の高校生活が充実することを願っていま

す。 

 

≪体育大会結果≫ 

学年優勝：3 組   準優勝：5 組 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

≪10月の行事予定≫ 

１０月１日 （木）創立記念日（授業） 

１０月３日 （土）実用英語技能検定（申し込み者対象） 

１０月８日 （木）中間考査一週間前 

１０月１５日（木）中間考査開始（１０月２１日まで） 

１０月２３日（金）遠足 

１０月２７日（火）教育相談 

 

１０月３１日（土）進研模試（全員受験） 

 

 

 

 


